
加 賀 藩主前 田 氏発給

1 .  は じ め に

領 知 判 物 の料紙 に つ い て

本 多 俊 彦

加 賀 藩家 臣 団 に は 、 年 寄 衆 「 八 家 J と い う 身 分 階層 が あ っ た 。 八 家 は 1 万
石 以 上 の 石 高 を 有す る 重 臣 8 家 で構成 さ れ 、 こ の う ち 4 名 が 常 時叙任 を 受 け
安房守や土佐守 と い っ た 国 守 号 を 称す。 ま た 、 八 家 は 藩 の 執政 役 で あ る 年 寄
を 務 め る と と も に 、 戦 時 に は 人持組頭 と し て 軍 団 を 指 揮す る 重 要 な 家柄 で も
あ っ た 。 本 稿 で は 、 加 賀 藩 主 前 田 氏 か ら こ の 八 家 に 対 し て 発 給 さ れ た 領 知 判
物 の 文 書料 紙 の 変遷 に つ い て 、 若 干 の 報 告 を 試 み た い 。

本 報 告 に お い て 対象 と し た の は 、 八 家 の う ち 前 田 土佐守 家 、 長 家及 び本 多
家 の 3 家 で あ る 。 こ の う ち 、 前 田 土佐 守 家 は藩祖前 田 利 家 と 正 室 芳春 院 の 二
男 利 政 を 家祖 と す る 禄 高 1 万 1 千石 の 家 で あ り 、 伝 来 資 料 は 前 田 土佐守家 資
料館 （ 金 沢 市 ） に 所蔵 さ れ て い る （1 ） 。 ま た 、 長 家 は 能 登 の 有 力 国 人 と し て 前
田 氏 に よ る 加 越能 3 カ 国 の 覇 権 確 立 に 貢 献 し た 禄 高 3 万 3 千石 の 家 で あ り 、
伝 来 資 料 は 同 家 の 故 地 で あ る 穴 水 町 （ 石川 県 ） の 穴 水 町歴 史 民俗 資 料館 に 寄
託 さ れ て い る （2） 。 本 多 家 は 徳川 家 康 の 家 臣 本 多 正信 の 次 男 政 重 を 家祖 と す る
禄 高 5 万 石 の 家 で あ り 、 伝 来 資 料 の 一 部 が 財 団 法 人 藩 老本 多 蔵 品 館 （ 金 沢 市 ）
に 所蔵 さ れ て い る 。 し か し 、 古 文 書 類 の 多 く は 個 人 蔵 の ま ま 未整理 の 状 態 で
あ る 。

調 査 に 際 し て は 、 本 科 学研 究 費 補 助 金 に よ る 古文書料紙調 査 で 用 い た 顕微
鏡や斜 光線 に よ る 紙 面観 察 や 器機 を 用 い た 計 測 な ど 光 学 的 計 量 的 検 討 （3） に
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よ る 紙 質判 定 法 を 用 い た 文 書料紙分析 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 文書料紙 の 材
質 や 染 色 ・ 地色 ・ 漉 敏 ・ 打紙 な ど の 紙 面 状 態 、 賛 目 、 糸 目 、 板 目 、 刷 毛 目 、
寸 法 ・ 厚 さ ・ 重 さ な ど を 調 査 ・ 記録 し た 。 調 査 結 果 の 一 部 を 簡 単 に ま と め た
も の が 後 掲 の 表 で あ る が 、 以 下 、 こ の 表 に 基 づ き 検 討 し て い く 。 な お 、 表 中
の 「 文 書 番 号欄 J に は既 存 の 目 録 に お け る 文 書番 号 を 記載 し た が 、 本 多 家 文
書 は 未整理状態 の た め 文 書番 号 は 記載 し て い な い 。

2 . 料紙 の 変 化 （ 1 )  －奉書紙 か ら 檀紙 系 の 椿紙へー

今 回 収集 し た デー タ の う ち 、 最 も 古 い も の は 表 中 1 の 慶長 5 年 （ 1 600 ) 8 
月 1 7 日 付前 田 利 長 領 知 判 物 で あ り 、 形 態 は 折紙 で あ る 。 こ の 文 書 以 降 、 表
中 1 0 の 延 宝 2 年 （ 1 674) 2 月 26 日 イ寸 前 田 綱 利 領 知 判 物 に 至 る ま で の 1 0 通
の 領 知 判 物 は 、 す べ て 折紙 の 形 態 で 発 給 さ れ て い る 。 諸 藩 の 藩 主 か ら 藩 士 に
対 し て 給付 さ れ る 知 行 宛 行 の 判 物 ・ 朱 印 状 ・ 黒 印 状 の 形 態 に 折紙 が 多 い 点 に
つ い て は既 に 指 摘 さ れ て い る が （4） 、 加 賀 藩 に お い て も 5 代藩 主 前 田 綱利 （ の
ち の 綱 紀 ） 治世 の 前 半 頃 ま で は 同 様 で あ る こ と が 確認 で き る 。

次 に 、 表 中 1 か ら 1 0 の 領 知 判 物 の 料紙 に つ い て 検 討す る 。 こ れ ら の 文 書
の 紙 面観察 で は 、 糸 目 （ 賓 の ヒ ゴ を 編 ん だ 糸 の 跡 ） が 比 較 的 顕 著 に 確認 で き
る が 、 賛 目 は あ ま り 目 立 た ず 、 本数 も 20 本程度 で あ る 。 ま た 、 顕微鏡観察
の 結 果 、 太 さ か ら 見 て 繊維 は 椿 と 判 断 し て よ い （5） 。 さ ら に 、 1 か ら 5 及 び 9
の 文 書 で は 紙 面 全体 に 白 っ ぽ い 斑 点 の よ う な 箇 所 が 確認 で き 、 顕微鏡観 察 で
も 米 粉 の 混 入 を 確認す る こ と が で き た 。 こ の た め 、 こ れ ら の 文 書料紙 に つ い
て は概 ね奉 書 紙 と 判 断す る こ と が で き る 。 し か し 、 6 か ら 8 及 び 1 0 の 領 知
判 物 で は 顕微鏡観察 の 結果 、 太 さ か ら 見 て 繊維 は 椿 と 判 断 し て よ い も の の 、
白 っ ぽ い 斑 点や米粉 の 混 入 を 顕 著 に 確認 す る こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 紙
面 観 察 で は 糸 目 が 比 較 的確 認 で き る も の の 、 賛 目 は 微 か に し か 見 え ず 、 本 数
も 1 8 本 程 度 で あ る 。 こ の た め 、 後 掲表 中 の 「料紙」 欄 で は こ れ ら の 文 書料
紙 を 椿紙 と の み 表記 し た が 、 こ れ ら は概 ね 檀紙 系 の 堵紙 と 判 断 し て よ い だ ろ
う 。 つ ま り 、 加 賀 藩 で は 当 初 、 折 紙 の 形 態 を と る 領 知 判 物 の 料紙 と し て 奉 書
紙 を 使 用 し て い た が 、 前 田 利 光 （利 常 ） 期 辺 り を 画期 と し て 徐 々 に 米 粉 を ほ
と ん ど 含 ま な い 檀 紙 系 の 椿 紙 を 使 用 す る よ う に な っ た と す る こ と が で き る
の で あ る 。

こ の よ う に 、 加 賀 藩 で は 当 初 、 折 紙 の 領 知 判 物 が 給付 さ れ た の で あ る が 、
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そ の 文書料紙 は 奉 書紙 か ら 檀紙 系 の椿紙へ と 変 化 し た 。 表 中 1 1 の 元 禄 2 年
( 1 689)  6 月 1 3 日 付前 田 綱 紀領 知 判 物 で は 形態 が 折紙 か ら 竪紙 に 変 化 し て い
る が 、 文 書 料紙 に は 縦 ・ 横 の 長 さ が 若 干 短 く な っ て い る も の の 、 檀 紙 系 の 椿
紙 が 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 表 中 1 1 か ら 49 の 「 形 態 」 欄 及 び 「 料 紙 」 欄
に 明 ら か な よ う に 、 こ れ以 後 の 加 賀 藩 主 前 田 氏 発 給領 知 判 物 の 文 書料紙 は 檀
紙 系 の 椿紙 で あ り 形 態 は 竪紙 と し て 定 式化 し て い く の で あ る 。

な お 、 こ の 形態 が 折紙 か ら 竪紙 に 、 料 紙 が 奉 書 紙 か ら 檀紙 系 の 椿紙 に 変 化
す る 理 由 な ど に つ い て 、 現在 の と こ ろ 、 不 勉 強 な 筆者 に は満 足 の い く 説 明 は
到 底 で き な い 。 し か し 、 形 態 が 折紙 か ら 竪紙へ と 変 化 す る 背 景 に つ い て は 、
徳川 綱 吉 の 「 貞 享 印 知 」 の 影 響 が あ る の で は な し 、 か と 考 え て い る 。

「 貞 享 印 知 J は 綱 吉 の 前代 、 4 代 将 軍 家綱 の 時 に 行 わ れ た 、 い わ ゆ る 「 寛
文 印 知 」 を 踏襲 し た も の で あ る 。 「 寛 文 印 知 J と は 、 初 代 将 軍 家康 よ り 家 光
に 至 る 3 代 に お い て ま ち ま ち に 発 給 さ れ て き た 領 知 判 物 ・ 朱 印 状 な ど を 将 軍
代 替 わ り の 継 目 安 堵 （ 印 知 ） と し て 統 一 的 一 斉 発 給 に 転換 し た こ と を い う 。

「 寛 文 印 知 J を 古 文 書 学 的 に 検 討 し た 大 野瑞男 氏 （6） は 、 こ れ を 「 将軍 権 力 の
強 化 、 権威 の 確 立 を 反 映 J し た 幕府書札礼 の 完成 と と ら え る 。 綱 吉 の 継 目 安
堵 も こ の 「 寛 文 印 知 」 を 踏襲 し て 、 貞 享 元 年 （ 1 684） 及 び 同 2 年 に 実施 さ れ た 。

今 回 収 集 し た デ ー タ だ け で は 事例 不 足 で あ る た め 、 あ ま り 正確 と は い え な
い が 、 加 賀 藩 主 前 田 氏 発 給領 知 判 物 の 形 態 及 び料紙 の 大 き さ に 変 化 の 現れ る
画期 と な る 、 表 中 1 0 と 1 1 の 聞 に 「 貞 享 印 知 J が 位 置す る こ と に 筆 者 は 注 目
し た い 。 前 田 綱 紀 は 幼 年 に て 襲封 し た た め 、 そ の 初 政 に お い て は祖 父 利 常や
義 父 保 科 正 之 の 補佐 を 受 け た 。 そ の 後 、 寛 文 元 年 （ 1 66 1 ) 頃 か ら 親 政 を 始 め た
綱 紀 が 藩 主 権 力 の 強化 を 図 り 、 種 々 の 改革 を 断行 し た こ と な ど も っ と に 知 ら
れ る と こ ろ で あ る （7） 。 貞 享 年 間 は彼 の 治 世 の 半 ば に あ た り 、 同 3 年 に は 貞 享
の 職 制 改革 も 行 われ て い る 。 領 知 判 物 に お け る 形態 及 び料紙 の 変 化 に は 、 こ
う い っ た 綱 紀 に よ る 藩 主 権 力 強 化 の 動 き と の 連 動 を 感 じ る の で あ る 。

ま た 、 料 紙 が 奉 書 紙 か ら 檀紙 系 の 椿紙 に 変 化 す る こ と に つ い て も 、 幕府 の
老 中 奉 書 と の 関係 な ど 、 何 ら か の 理 由 が あ る も の と 想像 で き る 。 紙 に 関 し て
い え ば 、 前 田 綱 紀 は 各 種 工 芸 の 実物や意 匠標本 を 各 地 か ら 収 集 、 分 類 、 整理
し た 『 百 工 比 照 』 を 製 作 （8） さ せ て お り 、 加 賀 藩 内 に は 紙 に 関 す る 知 識 も 相 当
に 蓄積 さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 や は り 、 領 知 判 物 に 使 用 す る 料紙 の 選 定
に は 何 ら か の 「意 図 」 が 込 め ら れ て い る 可 能 性 が 十 分 に あ る と 考 え て も い い
の で は な い だ ろ う か。
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3 .  料 紙 の 変 化 （ 2 )  －染色一

上 述 の 通 り 、 加 賀 藩 主 前 田 氏 発 給領 知 判 物 で は 形 態 が 折紙 か ら 竪紙 へ 、 文
書 料紙 が 奉 書紙 か ら 檀紙 系 の 椿紙へ と 変 化 し た 。 以 後 、 こ の 様 式 が 踏襲 さ れ
た こ と は 、 後 掲表 中 1 1 以 下 の 「 形 態 」 欄 及 び 「 料 紙 J 欄 の 通 り で あ る 。

と こ ろ で 、 表 中 1 2 か ら 20 ま で の 領 知 判 物 に つ い て は 、 少 々 説 明 を 要 す る 。
実 は 、 こ れ ら の 領 知 判 物 は 、 享保 1 3 年 （ i 728) 3 月 朔 日 に 一 括発 給 さ れ た 前
田 吉徳期 発 給 の 領 知 判 物 な の で あ る 。

『御年表』
三 月 朔 日 御 先 代 及 当 御 代御 判 物 ・ 御 印 物 、 元 禄 六 年 以 来 不 被 下 置 処 、

今 日 可 被 下 旨 に 依 て 頭分 以 上 ＜ 服 紗 小袖 、 布 上 下 着 用 ＞ 辰刻 登城 、 午刻
御 小 書院 に 御 着座 、 大 老 ・ 御 年 寄 ・ 御 家 老 ・ 若 年 寄 頂 戴 、 （ 以 下 略） (9) 

「 御 先 代 J で あ る 前 田 綱 紀 治 世 下 の 元 禄 6 年 （ 1 693） 以 降 、 ど う や ら 加 賀 藩 の
領 知 判 物 ・ 印 判 状 の 発 給 は 停止 し 、 後 を 継 い だ 「 当 御 代 」 の 吉 治 （ の ち の 吉
徳 ） に 代 替 わ り 後 も そ の 状 態 は継続 さ れ 、 享保 1 3 年 3 月 朔 日 に な っ て や っ
と 発 給 さ れ る に 至 っ た の で あ る 。

こ の こ と は 、 本 多 家 文 書 か ら も 確認す る こ と が で き る 。 本 多 家 で は 、 後 掲
表 中 の 1 2 ・ 1 3 ・ 1 4 ・ 1 7 ・ 1 8 ・ 1 9 の 6 通 を 一 括 し て 竪箱 に 納 め 、 そ の 蓋 に 「 ＜
享 保 十 三 年 ＞ 御 墨 附 ＜ 吉 治様 御判 政 昌 頂戴 六 通 ＞ J と 記 し て 保 管 し て
き た 。 さ ら に 、 そ の 竪箱 の 中 に は 覚 書 が 1 通 添 え ら れ て お り 、 そ こ に は 次 の
よ う に 記 さ れ て い る 。

A見江．

く 冗 禄 十 四 年 七 月 四 日 ＞ 御 墨 附 壱 通 く 隠居料 ＞ 政長
吉 治様御奥 判 、 享保 九 年 八 月 朔 日

く 克 禄十 二年 七 月 十 二 日 ＞ 同 ’吐e :i.、＝国乙 ＜ 新知 ＞ 政敏
右 同 断

く 元 禄 十 四 年 七 月 四 日 ＞ 同 rτE土＂＂ :i.、巴:?. く 家督 ＞ 政敏
右 同 断

く 宝 永 四 年 六 月 廿 九 日 ＞ 同 PでE士＂＂ 1、国三E ＜ 新知 ＞ 政質
右 同 断

＜ 正徳、五年 九 月 九 日 ＞ 同 ’てZ三＂＇＂ J.、思:?. ＜ 家督 ＞ 政 質
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右 同 断
右 、 御 先 代 、 元 禄 六 年 以 後 、 御 墨 附 依 延 引 、 被加 御 奥 書 被 下 之

＜ 享保 八 年 十 二 月 六 日 ＞ 御 墨 附 壱通
吉治様御判

く 家督 ＞ 政 昌

右 、 都 合 六 通 、 享 保 十 三 年 く 戊 申 ＞ 三 月 朔 日 く 政 昌 ＞ 頂 戴 之 、
以 上 、

こ の 史 料 で も 領 知 判 物 ・ 印 判 状 発 給停 止 の 理 由 に つ い て 知 る こ と は で き な
い (10） が 、 発 給 停 止 期 間 中 の 領 知 判 物 の 遡 及 発 行 の 状態 に つ い て 知 る こ と は
で き る 。 こ こ で は 、 享保 9 年 に 亡 く な っ た 綱 紀 の 時代 の 領 知 判 物 に つ い て は 、
吉治 が 奥 書 を 加 え る 形 (1 1 ） で 発 給 さ れ た 。 そ し て 、 そ れ ら を 一 括 し て 享保 1 3
年 現在 の 本 多 家 5 代 当 主政 昌 に 給付 し て い る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 表 中 1 2
か ら 20 ま で の 領 知 判 物 は 、 前 田 吉 治 に よ っ て 事保 1 3 年 に 作成 ・ 給付 さ れ た
領 知 判 物 で あ る こ と が 確 認 で き た 。

以 上 に よ り 、 後 掲 表 中 1 2 か ら 2 2 ま で が 前 田 吉治期 の 領 知 判 物 と 捉 え る こ
と が で き る 。 こ れ ら の 領 知 判 物 で は 、 表 中 の 「 染 色 J 欄 で は 「 な し J と 示 し
た が 、 実 際 に は そ の 紙色 は 白 色 と い う よ り は 黄色 み が か っ た 、 白 黄 色 と も い
う べ き 色 を な し て い る 。 こ れ が 料紙 の 地 色 そ の も の な の か 、 そ れ と も 経年 変
化 な ど に よ る も の な の か 、 も し く は 染 色 処 理 が 施 さ れ た 結 果 な の か に つ い て
は 、 現在 の と こ ろ 、 筆 者 に は 断ず る こ と が で き な い 。 た だ 、 例 え ば表 1 1 の
領 知 判 物 と こ れ ら の 領 知 判 物 と で は 、 料紙 の 色 が 少 し 趣 を 異 に し て い る と い
う こ と は確 か で あ る 。

さ ら に 、 後 掲表 中 2 3 の 前 田 重 照領 知 判 物 以 降 で は 、 文 書 に よ っ て 濃 淡 の
差 は あ る も の の 、 全 て が 完 全 な 黄 色 （1 2） と な る 。 ま た 、 こ れ ら は 概 ね 文 書 の
裏 面 の 方 が 表 面 よ り も 濃 い 色 と な っ て い る 。 明 ら か に 染 色 処 理 が 施 さ れ て い
る が 、 顕 微鏡観察 で は 文 字 の 墨 上 に 染 料 が 乗 っ て い る 箇 所 は 見 当 た ら ず 、 ま
た 紙 面 観 察 で も 料紙表 面 に 刷 毛 な ど を 使 用 し た 痕 跡 は確認 で き な か っ た 。 こ
の た め 、 こ の 黄 色 は 領 知 判 物 給 付 後 、 保 存 な ど の た め に 受 給 し た 各 家 に よ っ
て 施 さ れ た 染 色 処理 な ど で は な く 、 む し ろ 領 知 判 物 作 成 時 か ら 既 に 施 さ れ て
い た も の と 考 え る こ と が で き る 。 し か し 、 現段 階 で は 、 料紙 の 紙 漉 き 段 階 で
の 繊維 へ の 染 色 か 、 そ れ と も 普 通 に 漉 き 上 げ た 紙 を 染料 の 入 っ た 液体 に 浸 し
て 染 色 し た の か な ど 、 料 紙 の 染 色 方 法 に つ い て は わ か ら な い 。

な お 、 他 藩 の 公 用 文 書 に お け る 色 っ き 料紙 の 使 用 に つ い て 、 既 に 大藤修氏
に よ る 長 州 藩 及 び 支 藩 徳 山 藩 の 事 例 （1 3） や 大 島 晃 一 氏 に よ る 盛 岡 藩 ( 1 4） 及 び
支 藩 八 戸 藩 （15 ）の 事例 の 報 告 が あ る 。 特 に 大 島 論 文 で は 、 盛 岡 藩 が 赤褐 色 （ 八



戸 藩 は 薄 目 の 赤褐 色 ） の 染 紙 を 家 老発 給 の 「 御 証 文 J と い わ れ る 様式 の 文 書
に 使 用 し て い る こ と や 、 染紙 を 使 用 し た 文 書 の 機 能 は 権 利 認 定 状 で あ り 効 力
は 非 永 続 的 ＝ 時 限 的 で あ る こ と 、 染紙使用 に は 色 の 持 つ 呪 力 の 記 号化 が 考 え
ら れ る こ と な ど 、 多 岐 に わ た り 示 唆 に 富 ん だ報 告 が な さ れ て い る 。 し か し 、
こ れ ら の 事例 は 主 と し て 藩庁 発 給 文 書 へ の 色 っ き 紙 の 使 用 で あ り 、 本報 告 で
対 象 と し た 藩 主 発 給 領 知 判 物 と は 必 ず し も 単純 に 比 較 で き な し 川16） 。

4 .  お わ り に

以 上 、 加 賀 藩 主 前 田 氏 発 給領 知 判 物 の 料紙 に つ い て ま と め る と 、 次 の よ う
に な る 。 領 知 判 物 の 料紙 に つ い て は 、 3 代藩 主 前 田 利 光 （ 利 常 ） 期 辺 り を 画
期 と し て 奉 書 紙 か ら 檀紙 系 の 椿紙 (1 7） へ と 移行 す る 。 そ の 後 、 領 知 判 物 の 形
態 は 折 紙 か ら 竪紙へ と 変 化 す る が 、 こ れ に と も な い 縦 ・ 横 の 寸 法 が 若 干 変 更
さ れ る も の の 、 紙 種 は 変 化 す る こ と が な か っ た 。 領 知 判 物 ・ 印 判 状 の 発 給 は
5 代藩 主 前 田 綱 紀 が 元 禄 6 年 以 降 停 止 す る が 、 次 代 の 6 代 藩 主 の 前 田 吉 治
（ 吉徳） は 享 保 1 3 年 に 領 知 判 物 発 給 を 再 開 す る 。 こ の 時 の 領 知 判 物 の 料紙

に はや は り 檀 紙 系 の 椿紙 が 使 用 さ れ る が 、 同 時 に 料紙 の 紙色 が そ れ ま で の 領
知 判 物 に 比 し て 黄 色 み が か る よ う に な る 。 8 代 藩 主 の 前 田 重 照 期 に は領 知 判
物 の 料紙 は 黄 色 の 檀 紙 系 の 椿紙 と な っ た 。 こ の 黄 色 い 檀紙 は そ の 後 、 最 後 の
藩 主 で あ る 1 4 代 前 田 慶寧 ま で使 用 さ れ る こ と と な る 。

こ の よ う に 、 本 報 告 は 加 賀 藩 主 前 田 氏 が 「 加 賀 八 家 」 と 呼 ばれ る 加 賀 藩 上
級武 士 に 対 し て 発 給 し た 領知 判 物 の 料紙 に つ い て 、 若干 の 検 討 を 行 っ た 。 調
査 事 例 の 絶 対 数 不 足 や調 査 対象 の 狭 さ な ど 、 本研 究 は あ ま り に も 多 く の 問 題
点 を 抱 え て い る 。 し か し 今 後 、 加 賀 藩 全 体 の 領 知 判 物 ・ 印 判 状料紙デー タ を
集 積 す る と と も に 、 宛 行 ・ 書 止 文 言 や 差 出 ・ 宛名 書 な ど の デ ー タ も 収集 ・ 整
理 し な が ら 、 鋭意修正 し て い く こ と と し た い 。 ま た 、 他 藩 の 事 例 の 収 集 、 比
較 ・ 検 討 な ど も 今 後 の 課題 と し た い。

注

( 1 ) 『 前 田 土佐守 家 資 料館 所蔵 品 目 録』 （ 金 沢 市 、 200 1 年 ）
(2) 『 長 家 史 料 目 録』 （ 穴 水 町教育委員 会 、 1 978 年 ）
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(3 ） 富 田 正 弘 「琉球 国 発 給 文 書 と 竹紙 」 （ 『 東 京 大 学 史 料編纂所研 究 紀 要 』
第 1 7 号 、 2007 年 ） 及 び 『 古 文 書料紙原本 に み る 材 質 の 地 域 的 特質 ・ 時代
的 変遷 に 関 す る 基礎 的 考 察 』 （ 研 究 代 表 者 富 田 正 弘 、 平成 6 年度科学研究
費補助 金 （ 総 合研 究 A ） 研 究 成 果 報告 書 、 1 995 年 ）

(4） 神 崎 彰 利 「 知 行 」 （ 『 日 本 古 文 書 学 講座 6 近 世 編 1 』 雄 山 閣 、 1 979
年 ） 。 し か し 、 舟 沢茂樹 「 藩 主 判 物 ・ 朱 印 状 ・ 黒 印 状 」 （ 日 本 歴 史 学 会 編

『概説 古 文 書学 近世編』 吉川 弘 文 館 、 1 989 年 ） は 、 福 井藩 松 平 氏 に お
け る 竪紙 の 使 用 を 指 摘 し て い る 。

(5） 大 川 昭 典 「 椿 ・ 三極 ・ 雁皮 繊維 の 鑑 別 」 （ 『 紙 素 材 文 化 財 （ 文 書 ・ 典籍 ・
聖 教 ・ 絵 図 ） の 年代 推 定 に 関 す る 基礎 的 研 究 』 ［研 究 代 表者 富 田 正 弘 、 平
成 1 5 年度 ～ 平成 1 7 年 度 科 学研 究 費 補 助 金 （ 基盤研究 （ A ） ） 研 究成 果 報 告
書 、 2008 年］ ） に よ る と 、 紙 の 材 料 と な る 椿や雁皮 の 繊維 は そ れ ぞれ 太 さ
や長 さ が 違 っ て い る 。 椿 の 繊維 は 長 さ が 6 ～ 2 1 阻 、 幅 が 1 0 ～ 30 µm で、 あ り 、
三 極や雁 皮 よ り も 繊維 が 長 く 太 い の が 特徴 で あ る 。 な お 、 前 掲 註 （4） 舟 沢
氏 は 福 井藩 の 重 臣 宛 領 知 判 物 の 料紙 を 鳥 の 子紙 （ 斐紙 ） と 判 定 し て い る 。
こ れ は 、 同 文 書 が パ リ パ リ し て 硬 い感 触 と い う 斐紙 の 特徴 を 示 す こ と に よ
る の だ ろ う 。 し か し 、 こ れ は 同 文 書 が 裏 打 ち さ れ て い る こ と に 起 因 す る の
で あ り 、 料紙の繊維 の 長 さ ・ 太 さ を 顕微鏡観 察 す る こ と に よ っ て 、 実 は 同
文 書 が 椿 紙 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た こ の よ う に 、 近 世 古 文 書 学 で は
今 後 、 感 覚 な ど の 主観 的 紙種判 定 で は な く 、 繊維 の 顕微鏡観察 な ど の 科 学
的 調 査 ・ 研 究 に よ る 文 書料紙研 究 が 必 要 で あ ろ う 。

(6） 大 野瑞男 「 領 知 判 物 ・ 朱 印 状 の 古 文 書 学 的 研 究－寛 文 印 知 の 政 治 史 的 意
義 （ ー ） -J （ 『 史 料館研究紀要』 第 1 3 号 、 1 98 1 年 ）

(7 ） 例 え ば 、 若 林 喜 三 郎 『 前 田 綱 紀 』 （ 吉 川 弘 文館 、 1 96 1 年 ） や 高 津裕 一
ほ か編 『 石 川 県 の 歴 史 』 （ 山川 出 版 社 、 2000 年 ） な ど。

(8） 石 川 県 立美術館編 『－加 賀 文化 の 華－前 田 綱 紀 展』 ( 1 988 年 ） な ど。
(9) 『加 賀 藩 史 料』 享 保 1 3 年 3 月 朔 日 条
( 1 0 ） な お 、 領 知 判 物 の 奥 書 に は 、 「 先 判 依令漏洩」 と の み 記 さ れ て い る 。
( 1 1 ) 「 松 雲 院様 ヨ リ ノ 御 物 判 ニ 相 洩候 七 手組以 下 之 奥 書 之 控 J （ 金 沢 市 立

玉川 図 書館蔵 「 加 越 能 文 庫 j 特 1 6 . 30- 1 2  ( 2775 )  ） か ら 、 こ の 奥 書 の 文
言 は 「 七 手 之 家 以 上 j （ ＝ 八 家 ） 、 「 万 石 以 上 j 、 「 組頭 以 上 」 、 「 頭 分
以 上 J 、 「 平侍 以 下 J と い う 身 分 階層 ご と に 設 定 さ れ て い た こ と が わ か る 。

( 1 2 ） な お 、 こ れ ら の 黄 色 の 領 知 判 物 に つ い て は 、 そ れ が 包 ま れ て い た 包 紙
に つ い て も 、 本紙 と 同 様 の 黄色 檀 紙 が 用 い ら れ て い る 。

( 1 3） 大藤修 「 近 世 文 書論 序 説 （ 中 ） J （ 『 史料館研 究 紀 要 』 第 2 3 号 、 1 992
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年 ） 。 こ こ で は 、 長 州 藩 の 文 書料紙 は 薄 黄 色 、 支 藩 徳 山 藩 の 文書料紙 は 薄
赤 色 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。

( 1 4 ） 大 島 晃 一 「 盛 岡 藩 の 染紙 文 書 」 （ 『岩 手 史 学研 究 』 第 7 7 号 、 1 994 年 ）
( 1 5 ） 大 島 晃 一 「 八 戸 藩 の 染 紙 文 書 j （ 『岩 手 史 学研 究 』 第 78 号 、 1 995 年 ）
( 1 6） 大 島 氏 は 前 掲 注 （ 1 4） 論 文 に お い て 、 盛 岡 藩 に お け る 染紙料紙 は 「 効 力

は 非 永 続 的 ＝ 時 限 的 な 権利 認 定 文 書 に 用 い ら れ た 料紙 で あ り 、 士 分 の 者へ
の 、 い わ ゆ る 公験 と な る 文 書 に は 決 し て 用 い ら れ な い も の で あ っ た J と す
る 。

( 1 7 ) 「 御 判 物 写被 仰付候 節 一 巻 J （ 金 沢 市 立 玉川 図 書館蔵 「 加 越 能 文 庫 」
特 1 6 . 30- 1 6  ( 2779 )  ） に よ る と 、 継 目 安 堵 の 際 に 作成 し て 幕府へ提 出 す
る 加 賀 藩 主 宛 領 知 判 物 の 写 し は 、 越 前 大 高 檀 紙 を 使 用 し た こ と が わ か る 。
加 賀 藩 主 が 家 臣 に 給付 し た 領 知 判 物 ・ 印 判 状 の 料紙 の 産 地 究 明 に つ い て も 、
今 後 の 課題 で あ る 。
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宝

2
>

12
月

26
日

前
回

綱
利

（綱
紀

）領
知

半 l
j物

π
ネ ·�

2年
6月

13
臼

前
回

綱
紀

領
知

半l
j物

元
ネ

12
年

7月
13

臼
前

田
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

回
綱

紀
領

知
判

物
π

tl
 1

4 年
7

月
4

日
前

田
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

回
綱

紀
領

知
判

物
元

事
14

年
7

月
4

日
前

回
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

回
綱

紀
領

知
判

物
元

禄
16

年
11

月
25

日
前

回
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

回
綱

紀
領

知
判

物
宝

永
2年

5
月

2
5

日
前

回
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

田
綱

紀
領

知
判

物
宝

永
4年

6
月

29
日

前
回

吉
治

（吉
徳

）奥
書

前
回

綱
紀

領
知

判
物

正
徳

5年
9

月
9

日
前

田
吉

治
（吉

徳
）奥

書
前

回
綱

紀
領

知
判

物
享

保
8年

12
月

6
日

前
回

吉
治

（吉
徳

）領
知

判
物

字
保

10
年

8月
28

日
前

田
吉

治
（吉

徳
）領

知
判

物
字

保
14

年
間

9月
7

日
前

回
吉

治
（吉

徳
）領

知
判

物
字

保
20

年
6

月
16

日
前

回
吉

治
（吉

徳
）領

知
判

物
寛

延
冗

年
7

月
25

日
円l

j田
重

照
判

物
宝

暦
7 年

3
月

6
日

前
回

重
基

）領
知

半l
j物

宝
暦

13
年

5
月

4
日

目lj
国

重
基

（重
教

）領
知

判
物

安
永

3年
6月

朔
日

前
田

j台
惰

領
知

判
物

天
明

冗
年

12
月

28
日

前
田

治
倫

領
知

判
物

寛
政

5年
正

月
28

日
前

回
治

惰
領

知
判

物
寛

政
8年

2
月

28
日

前
回

治
倫

領
知

判
物

寛
政

8年
2

月
28

日
前

回
治

情
領

知
判

物
寛

政
10

年
7

月
6

日
前

回
治

申告
領

知
判

物
寛

政
12

年
2

月
19

日
前

回
j台

市管
領

知
判

物
寛

政
12

年
2

月
19

日
前

回
治

倫
領

知
判

物
享

和
3年

6
月

26
日

前
回

斉
広

領
知

判
物

文
化

5年
12

月
15

日
前

田
斉

広
領

知
判

物
文

化
9年

12
月

15
日

前
回

斉
広

領
知

判
物

文
化

9年
12

月
15

日
前

回
斉

広
領

知
判

物
文

政
3年

9
月

6
日

前
回

斉
広

領
知

判
物

文
政

4年
8

月
6

日
前

回
斉

広
領

知
判

物
文

政
7年

5
月

15
日

前
田

斉
泰

領
知

判
物

文
政

11
年

5月
2

日
前

田
斉

泰
領

知
半l

j物
文

政
11

年
10

月
6

日
前

田
斉

泰
領

知
判

物
天

保
2年

12
月

4
日

前
回

斉
泰

領
知

判
物

弘
化

4年
12

月
8

臼
前

回
斉

泰
領

知
判

物
嘉

永
4年

6
月

6
日

前
田

斉
泰

領
知

判
物

安
政

3年
4

月
8

日
前

回
斉

泰
領

知
判

物
安

政
3年

12
月

28
日

前
田

斉
泰

領
知

判
物

安
政

4年
6

月
11

日
前

回
斉

泰
領

知
判

物
慶

応
4年

5月
朔

日
前

田
慶

寧領
知

事
l物

形
態

縦
4黄

厚
さ

料
紙

染
色

費
目

糸
目

米
粉

内
容

備
考

(cm
) 

(cm
) 

(m
m)

 
(1

寸
）

(cm
) 

折
紙

34
.5

 
5

1.
5 

0.
27

 
奉

書
紙

なし
18

 
2.

6 
あり

加
増

折
紙

36
.8

 
54

.0
 

0.
24

 
奉

書
紙

なし
18

 
3.

2 
あり

加
増

折
紙

44
.5

 
63

.5
 

0.
22

 
奉

書
紙

なし
不詳

3.
4 

あり
新

知
折

紙
40

.6
 

57
.0

 
0.

37
 

奉
書

紙
なし

18
 

2.
5 

あり
力日

増
折

紙
4

1.
5 

56
.1 

0.
17

 
奉

書
紙

なし
21

 
3.

1 
あり

新
知

折
紙

4
1.0

 
57

.1 
0.

33
 

格
紙

なし
16

 
3.

2 
なし

家
督

折
紙

42
.4

 
57

.7
 

0.
33

 
キ者

紙
なし

16
 

3.
1 

なし
家

督
折

紙
42

.1 
57

.7
 

0.
36

 
楢

紙
なし

19
 

2.
8 

なし
加

増
折

紙
42

.2
 

58
.0

 
0.

37
 

奉
書

紙
なし

2
1 

2.
4 

あり
家

督
折

紙
42

.8
 

57
.8

 
0.

34
 

格
紙

なし
18

 
2.

8 
なし

家
督

竪
紙

38
.1 

53
.6

 
0.

26
 

格
紙

なし
21

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

38
.2

 
53

.5
 

0.
28

 
格

紙
なし

16
 

2.
7 

なし
幸庁

長日
奥

書
は

字
保

9年
8月

朔
日

付
竪

紙
38

.3
 

53
.6

 
0.

29
 

格
紙

なし
16

 
2.

6 
なし

隠
居

奥
書

は
字

保
9年

8
周

朔
日

付
竪

紙
38

.3
 

53
.6

 
0.

27
 

格
紙

なし
17

 
2.

6 
なし

家
督

奥
書

は
字

保
9年

8
月

朔
日

付
竪

紙
38

.2
 

53
.8

 
0.

27
 

キ者
紙

なし
2

1 
2.

5 
なし

家
督

奥
書

は
字

保
9年

8
月

朔
日

付
竪

紙
38

.2
 

53
.5

 
0.

29
 

格
紙

なし
2

1 
2.

6 
なし

加
増

奥
書

は
字

保
9年

8月
朔

日
付

竪
紙

38
.3

 
53

.7
 

0.
25

 
格

紙
なし

17
 

2.
7 

なし
新

知
奥

書
は

字
保

9年
8月

朔
日

付
竪

紙
38

.3
 

53
.6

 
0.

28
 

格
紙

なし
17

 
2.

6 
なし

家
督

奥
書

は
字

保
9年

8
月

朔
日

付
竪

紙
38

.3
 

53
.6

 
0.

27
 

楕
紙

なし
17

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

38
.2

 
53

.5
 

0.
24

 
格

紙
なし

21
 

2.
8 

なし
新

知
竪

紙
38

.1 
53

.6
 

0.
23

 
格

紙
なし

19
 

2.
8 

なし
家

督
竪

紙
38

.2
 

53
.8

 
0.

26
 

格
紙

なし
18

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

38
.5

 
53

.8
 

0.
29

 
格

紙
淡黄

色
18

 
2.

6 
なし

家
督

竪
紙

38
.4

 
53

.8
 

0.
31

 
格

紙
淡黄

色
18

 
2.

6 
なし

家
督

竪
紙

38
.6

 
53

.8
 

0.
27

 
格

紙
淡黄

色
2

1 
2.

6 
なし

新
知

竪
紙

38
.2

 
53

.7
 

0.
23

 
楕

紙
濃黄

色
21

 
2.

8 
なし

家
督

竪
紙

38
.5

 
53

.8
 

0.
29

 
格

紙
黄色

不詳
2.

7 
なし

新
知

竪
紙

38
.2

 
54

.0
 

0.
34

 
格

紙
淡黄

色
18

 
2.

7 
なし

新
知

竪
紙

38
.5

 
53

.8
 

0.
33

 
猪

紙
j農黄

色
17

 
2.

7 
なし

隠居
竪

紙
38

.3
 

53
.8

 
0.

29
 

格
紙

淡黄
色

17
 

3.
0 

なし
家

管
竪

紙
38

.3
 

53
.8

 
0.

25
 

緒
紙

淡黄
色

19
 

2.
8 

なし
新

知
竪

紙
38

.2
 

53
.8

 
0.

25
 

格
紙

淡黄
色

18
 

2.
7 

なし
家

督
竪

紙
38

.2
 

53
.8

 
0.

23
 

格
紙

淡黄
色

18
 

2.
7 

なし
隠居

竪
紙

38
.2

 
53

.7
 

0.
29

 
格

紙
濃黄

色
17

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

38
.0

 
53

.4
 

0.
40

 
格

紙
黄色

19
 

2.
8 

なし
新

知
竪

紙
38

.1 
53

.7
 

0.
32

 
格

紙
黄色

2
1 

2.
8 

なし
家

督
竪

紙
38

.0
 

53
.7

 
0.

30
 

格
紙

黄色
不詳

2.
8 

なし
隠居

竪
紙

38
.1 

53
.7

 
0.

33
 

格
紙

淡黄
色

17
 

2.
7 

なし
家

督
竪

紙
38

.2
 

54
.2

 
0.

30
 

椿
紙

j農黄
色

21
 

2.
7 

なし
新

知
竪

紙
37

.8
 

53
.8

 
0.

31
 

格
紙

j農黄
色

18
 

2.
8 

なし
新

実日
竪

紙
38

.2
 

53
.8

 
0.

31
 

格
紙

淡黄
色

2
1 

2.
6 

なし
新

知
竪

紙
38

.3
 

53
.7

 
0.

31
 

格
紙

黄色
不詳

2.
7 

なし
家

督
竪

紙
38

.8
 

54
.2

 
0.

30
 

格
紙

淡黄
色

18
 

2.
8 

なし
家

督
竪

紙
38

.0
 

53
.7

 
0.

33
 

格
紙

黄色
17

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

37
.6

 
53

.6
 

0.
29

 
格

紙
濃黄

色
不詳

2.
7 

なし
家

管
竪

紙
37

.5
 

53
.4

 
0.

28
 

キ者
紙

黄色
不詳

2.
7 

なし
家

督
竪

紙
. 3

7.
5 

53
.7

 
0.

27
 

キ者
紙

黄色
17

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

37
.8

 
53

.6
 

0.
37

 
格

紙
濃黄

色
18

 
2.

7 
なし

家
督

竪
紙

37
.2

 
53

.8
 

0.
31

 
橋

市民
淡黄

色
18

 
2.

7 
なし

家
督




